
令和２年第１回定例会（R02.03.03） 

 

◯６番（櫻井 茂君） 私からは、石岡地域医療機関の統合再編についてお伺いをし

てまいります。先ほど先輩議員が質問をされておりますので、なるべく重複を避けま

して、進めていきたいと思います。 

 石岡市医師会病院の存続が厳しく、これまで医師会病院が担ってきた地域医療サー

ビスが失われることは、市民の健康と命を守る上で大きな損害であることを踏まえま

して、地域医療の確保と向上を目指し、駆け足で石岡地域医療計画が策定され、先ご

ろ発表されたところであります。石岡市医師会病院と第一病院という民間病院を統合

再編し、公立病院化する方針が示されたわけでありますが、同時に、この公立病院を

令和５年１月を最短目標として開設するため、令和２年度一般会計予算案に準備経費

が計上されております。 

 しかし、石岡地域医療計画で示されている公立病院を設置・運営するための医療サ

ービスの内容や、設置に伴う経費、その後の病院経営に伴う石岡市の支出ほか、解決

すべき課題等を検討するための情報については、残念ながら十分な説明が議会に対し

て行われていないと思っております。この点は大いに反省をしていただきたいと思い

ます。議会は、公立病院設置に対して、その内容を審議する権利と義務があります。

そのための情報提供として、２月２８日の全員協議会における説明等で幾つかの疑問

点の回答が示されておりますけれども、残念ながら、他の多くの公立病院のように、

今回提案の公立病院が赤字で苦しむことにならないか、あるいは、多額の一般財源が

長期にわたり病院事業に投入されるのではないかといった疑問を、払拭できていない

のも事実であります。 

 質問の１点目です。公立病院設置の必要性についてお伺いをいたします。公立病院

の多くが赤字を抱え、その経営、存続が大変であるとの認識、イメージがございま

す。先入観を持って石岡市地域医療計画を見てはいけないとわかっていても、石岡市

の持ち出しがどのくらいになるのか、財政負担が大きいのではないかという不安が頭

をよぎります。なぜ民間病院同士を統合再編して公立病院設置を行うのか、その必要

性をお尋ねいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。近年、医師や看護師などのコ

メディカル不足により、一部休床を余儀なくされている石岡市医師会病院のほか、多

くの病院が医師確保等に苦慮している現状があります。市単独や医療機関単独での解

決は困難であり、初期救急をはじめとする地域医療体制を確保するためには、行政の

主導による病院の再編統合を行い、医療資源を集約する必要があると考えます。ま

た、民間病院ではカバーし切れない人口減少地域が医療過疎にならぬよう、つまりは

誰一人取り残されない体制づくりをするために、その役割を担う公立病院を中心とし

た医療体制の整備が必要であると考えます。さらに、病院を公立化することで国の病

床特例制度が使え、病床が不足する医療機関にも再配分することが可能となります。 

 以上でございます。 



◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 病床の再配分が可能になるとの答弁に関しまして、計画で

は、急性期病床及び慢性期病床を減らし、回復期病床を増加させております。この理

由をお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。茨城県地域医療構想では、２

０２５年における医療需要と必要病床数について、回復期病床が不足すると推計して

おります。県では、回復期への病床転換に対する補助金を用意するなど、病床転換を

促進しておりますが、茨城県においては、当市も含め、民間病院による回復期への病

床転換が進んでいない現状でございます。一方、土浦協同病院等の高度急性期病床を

持つ病院では、急性期を脱した患者について、地元の回復期病床のある病院への速や

かな転院を促したい意向がございます。 

 そのような中、公立病院の設置と病床の再配分を行い、民間での担い手が少ない回

復期病床を確保することで、石岡地域の病床数を確保できるとともに、民間病院との

役割分担による、地域全体の機能強化が可能になると考えたものでございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 病床の再配分、そして回復期病床への切り替えについて、答

弁をいただきました。単純な疑問として、仮に市内の民間病院において医師の確保が

できれば、可能であれば、石岡市医師会病院が担ってきた救急救命や休日・夜間診療

の役割を担っていただけるのなら、統合再編によって公立病院化するリスク……、リ

スクかどうかあれですが、リスクを石岡市が負わずに済むのではないかと考える部分

もあります。 

 医師会病院の病床１２０、今回の計画では１１３病床になりますが、この１１３病

床を石岡地域で失うことなく維持する必要性についてお伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） 石岡地域では、医師やコメディカル不足により、一

部休床を余儀なくされている病院がある一方で、満床により救急搬送を断っている病

床不足の病院がございます。そのような中、病床の再配分により、地域全体の医療資

源を有効活用し、地域の医療機能の向上を図る必要があると考えます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 国は、増加する医療費の削減、あるいは少子高齢化社会への

対応に向けまして、地域医療の再編を求め、一方で、病院の収入となる診療報酬の引

き下げなどの改革を行っており、病院経営の一層の改革・改善を求めている状況であ

ります。このたびの石岡地域の病院統合再編に際しまして、地域医療振興協会から、

病院経営の根幹にかかわる診療報酬の実情に合わせた提案として、病床数１９９床が



提案されたことは、先ほど先輩議員の質疑でわかったところであります。 

 このたびの医療機関統合再編の議論の中で、そもそも石岡市医師会病院がなくなっ

ても、医療環境が低下するとは思えないという意見を持つ方も、見受けられるようで

あります。これについては、人それぞれの医療機関への依存度の大小に左右される部

分があるのかなと思いますけれども、石岡市の考えとして、石岡市医師会病院の果た

している役割、実績、功績をどのように捉え、公立病院化を進めようとしているの

か、認識をお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。石岡市医師会病院は、昭和６

１年の開院以来、開放型病院として、石岡地域の病院、診療所と連携を図り、地域の

方々が安心して生活できるよう、地域医療に貢献いただいております。現在も石岡

市、小美玉市、かすみがうら市の３市からの委託により、地域の初期救急を担う唯一

の緊急診療所として、休日・夜間における患者の対応にご尽力をいただいているほ

か、病院群輪番制により、地域にある２次救急指定病院の１つとして、救急車の受け

入れや地域の開業医の後方支援としての役割を担っていただいております。また、各

種がん検診などの予防医療における医療機関検診ができる病院の１つとしても、ご協

力をいただいており、地域医療を担う重要な医療機関の１つであると考えておりま

す。さらに、石岡地区と八郷地区の境界に位置し、特に八郷地区の患者の受け皿とし

ての役割も担っております。 

 しかし、現在は医師等の不足により、その医療機能が十分に発揮できない状況であ

りますが、今後、病院の再編統合に伴い設置を予定する公立病院において、これまで

石岡市医師会病院が担ってきた役割を引き継ぐことで、地域の医療提供体制の向上を

図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） ご答弁いただいた休日診療、あるいは夜間診療、休日当番医

といったところでの、功績と言っていいんでしょうか、役割が大きかったのかなと私

自身は思っております。私の家族も、子どもが小さいころは、何度かお世話になりま

した。不思議と夜、あるいは休日に熱を出す、具合が悪くなるということがあれば、

医師会病院にお世話になるといったところで、感謝の念しかないわけであります。当

然、診療時間というのもその中で持っておりますので、それを過ぎれば、今度はつく

ばのほうに連れていって、診療してもらうというようなこともありましたけれども、

近くにやはりそういった診てもらえる病院があるということは、私ども住んでいる者

にとりましては、大きなアドバンテージなのかなという気がしております。 

 次に、指定管理について伺ってまいりたいと思います。指定管理につきましては、

指定管理料等、お金の部分もございますけれども、まずは制度を中心にお伺いしてま

いります。 

 最初に、公立病院の指定管理者に予定している地域医療振興協会でありますけれど



も、果たして石岡市の求める地域医療の構築に応えてくれる法人なのかを判断する手

がかりとしまして、協会の組織概要と事業実績をお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。地域医療振興協会は、「僻地

を中心とした地域保健医療の調査研究及び地域医学知識の啓蒙と普及を行うととも

に、地域保健医療の確保と質の向上等住民福祉の増進を図り、もって、地域の振興に

寄与することを目的とする」として設立された法人で、自治医科大学が医局となって

おります。病院や診療所だけでなく、福祉施設等の運営実績があり、現在、全国で直

営１５施設、指定管理６０施設の運営を行っております。また近年では、スケールメ

リットを生かした経営、ＩＴ活用によるさまざまな業務支援、人材の活用、教育を通

じた地域・都市間の交流も視野に入れた活動など、多角的な視点から地域の医療確保

に貢献している事業者でございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 全国１５か所の直営病院の１つが第一病院であり、指定管理

は６０施設の運営実績を持っているということ、そしてまた、自治医科大系の医師が

関係する協会の実績を答弁いただきました。 

 今回、病院事業で指定管理制度を採用する公立病院を調査したところ、医療サービ

ス提供の対価としての歳入、経費としての支出を処理する会計手法は、複数の形態が

あることがわかったところであります。この会計手法の形態によりまして、指定管理

者の営業努力、そして市の負担も大きく変わることが、資料等によると指摘されてお

りましたので、この点についてお聞きしたいと思います。病院事業会計につきまして

はどのような手法を採用する予定か、そして、その手法を採用する理由についてもお

伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） 当市が想定する指定管理者の病院事業会計につきま

しては、利用料金制を採用し、一部を市からの支出金──これは指定管理料ですけれ

ども──で、残りを医業収益等で病院を運営する方式を想定しております。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 利用料金制を採用し、医療行為等による診療報酬は、指定管

理者の収入になるというような方式をとられるんだろうと思います。指定管理者のや

る気を引き出す手法ということになるのかと思いますけれども、そうであるならば、

営業努力が期待できるのかなと感じるところであります。 

 次に、病院事業会計の収入の部分でありますけれども、指定管理者から市に対しま

して、指定管理者負担金が支払われる等の説明を受けております。しかし、石岡市が

指定管理を導入している他の公の施設において、指定管理業者から負担金をいただい



ているケースは見当たらないため、負担金を求める理由、根拠についてお伺いをいた

します。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。指定管理者からの負担金につ

きましては、病院施設の使用料として計上いたしたいと考えております。施設使用料

の積算根拠として、公立病院整備に伴い借り入れした病院事業債の返済にかかる金額

から、国からの交付税措置額を除く金額を、施設使用料とすることを想定しておりま

す。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 先般、教育福祉環境委員会におきまして、管外行政視察で調

査した公立病院は、指定管理契約期間が短く、さらには、指定管理料では運営経費が

不足するとのことで、契約変更を求められたというようなお話を伺いました。できる

ならばいい条件で長期間の指定管理契約を石岡市は締結できることが望ましいわけで

ありますので、石岡市として交渉している契約期間と、契約途中での契約変更につい

て、どのような見解を持っているのかをお伺いしたいと思います。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。指定管理の期間といたしまし

ては、３０年を想定しております。契約途中での契約変更については、当市に不利な

契約変更を防止するためにも、指定管理開始前に、医師、コメディカルの確保や財政

負担、経営の安定、資産の取り扱い等について、詳細な内容を盛り込んだ協定を、指

定管理者と取り交わしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 次に、公立病院の運営経費についてお伺いをいたします。病

院事業は、地方公営企業法の適用を受けた独立採算制を原則としています。一方、公

立病院として地域医療を確保するための公共的・政策的な見地から、採算性の確保が

困難な医療への取り組みも求められているところであります。この採算性の確保が困

難な医療としましては、国は特別交付税措置をするとしており、市が地域医療振興協

会に求めている周産期医療病床、小児科医療病床、救急救命センター等がこれに当た

るんだろうと想像しておりますけれども、交付税は、病床数に応じたもの、救急対応

等の事業に対するものに措置されているようであります。地域医療振興協会との交渉

では、公立病院の運営経費は、地方交付税相当額を指定管理料として支払うこと、地

方交付税に該当しない部分について、公立病院のランニングコストの赤字補填は、市

は行わないことが説明されております。 

 それでは、どの程度の交付税措置を受ける予定になるのかをお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 



◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。現時点での令和５年度の交付

税措置の想定では、病床割及び救急告示分として、国から交付される普通交付税を１

億８,６００万円、病院整備に係る病院事業債の返済に係る普通交付税を３,７００万

円と見込んでございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 今回、病院経営に関しましては、当然、私は素人であります

けれども、協会の示しているいろいろな条件、これらが非常に好条件ではないかとい

う見方をしておりまして、この理由について勝手ながら考えてみました。公立病院の

母体となる第一病院の運営状況につきましては、既に示されているとおり、過去３年

間の実績では、平成２８年は純利益が３,６００万円、平成２９年は４,５００万円、

平成３０年度は５,１００万円と、黒字額を伸ばしております。この状況で公立病院事

業の運営に指定管理者として当たった場合、収支がとんとん、あるいは若干の赤字で

も、交付税額と同等の指定管理料として、１億８,６００万円ですかね、これプラスア

ルファを毎年受け取れると見ているのではないかと思われます。 

 病院経営の根幹にかかわる病床につきましては、協会自らの提言に基づき、先ほど

ありましたけれども、有利な病床数１９９床を確保できるということであります。ま

た、固定資産税も納税する必要性がなくなります。そして何よりも、これまでどおり

に医療機器や建物はそのまま利用できていくわけであります。地域医療振興協会にと

って、今回の病院統合による公立病院化は、少なくないメリットが見込める話なのだ

ろうと思います。 

 さらに言えば、石岡市第一病院は、地域医療振興協会が直営で運営する全国最初の

病院でありまして、協会の理念を実現してきたシンボル的な病院であり、現在の理事

長は、この第一病院を開院するときの責任者であったということがわかっておりま

す。そういった意味では、石岡市にとっては、そのことも幸運な条件なのかなと感じ

ているところであります。 

 いろいろ申し述べましたけれども、ここで市長にお尋ねをしたいと思います。地域

医療振興協会の示している病院統合再編に関する諸条件、今、もろもろ述べさせてい

ただきましたし、ほかにもいい条件はたくさんあるとは思いますけれども、石岡市に

対する条件の数々について、行政の長として市長はどのような視点で見ているかを、

お尋ねしたいと思います。 

◯議長（池田正文君） 市長・今泉君。 

                 〔市長・今泉文彦君登壇〕 

◯市長（今泉文彦君） 病院の再編統合は、石岡市医師会と石岡地域の医療水準が維

持できなくなることの危機感から、発生したものであります。そうした中、関係者と

協議検討を進める中で、地域医療振興協会が関係者の１人として参加いただいたこと

は、大変大きな利点と言えます。石岡市からの視点で見れば、他市の指定管理を利用

している公立病院の多くは、病院事業費の赤字補填、医療機器の購入に際しての支援

が前提で、病院事業の協力を求めざるを得ない環境にございます。石岡市の環境と



は、スタート地点で大きく違うと認識しております。 

 そうした事実を踏まえ、地域医療振興協会が示してくれている条件は、破格ではな

いかと思っています。そのため、議会の皆様には格別のご理解をいただき、受け入れ

たいという思いでありますけれども、調整に十分な時間がとれず、説明不足、情報開

示ができずにここまで来たということは、大変申しわけなく思っております。一般質

問、予算特別委員会において、十分に説明できない疑問点を少しでも解消できるよ

う、努めたいと考えております。 

 また、そうした中で、新たに解決、調整すべき点も見つかるものと考えております

が、これについても地域医療振興協会と交渉し、なるべく早い時期に説明ができるよ

うにしてまいりたいと考えておりますので、ご理解を頂戴したいと思います。よろし

くお願いします。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 石岡市にとりまして最重要案件というような言葉も、市長の

答弁でございました。そうであればこそ、議会に対しまして丁寧な説明、あるいは細

やかな説明をしていただければよかったのかなという気持ちはしております。 

 次に、医師等スタッフの確保についてお伺いをいたします。 

 最初に、医師の確保でありますけれども、地域医療計画に示されている石岡市医師

会病院は１２０床で常勤は４名、第一病院は１２６床で常勤は１２名という数字がご

ざいました。医師会病院の医師４名がそのまま残っていただけるかどうかわかりませ

んが、現状では、石岡市医師会病院と第一病院の医師数は、示されたデータでは合計

で１６名であります。公立病院化に当たりまして、常勤医の確保が可能なのか、指定

管理を予定している地域医療振興協会との協議の状況を、丁寧にご説明いただければ

ありがたいと思っております。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。仮称石岡地域医療センターの

医師の配置といたしましては、常勤医で２０人程度を想定しております。今後、病院

の再編統合により医療資源の集約化を図り、人員を確保していきたいと考えておりま

す。また、指定管理契約を行う前に、医師、コメディカルの確保等について、詳細な

内容を盛り込んだ協定を取り交わす考えでございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 地域医療にかかわる対策を検討する専門委員会におきまし

て、石岡市医師会病院のスタッフについて、地域医療振興協会サイドの考えとしまし

て、スタッフを受け入れることも検討する旨の発言があったかと思います。現状、こ

の件はどのような形、交渉になっているのかをお伺いしたいと思います。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） ご答弁申し上げます。今回の病院の再編統合を実施

するに当たりまして、本人が希望すれば、石岡市医師会病院のスタッフを地域医療振



興協会で雇用する方向で、調整中でございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 現在残っているスタッフの方々は、医療に関する責任感も含

めて、石岡市のためというようなことも含めて残っていらっしゃるんだろうと思いま

すので、ぜひ皆さんの身分の確保ができるように交渉していただければと思います。 

 次に、関係病院の支援についてでありますが、これは先輩議員の質問でございまし

たので、こちらについては結構です。 

 次に、質問６、組織の強化についてであります。公立病院の運営に乗り出そうとす

る中で、専門的な知識や経験を持たない市職員が、短期間で関係病院との折衝、国、

県との調整、関係資料作成、各種申請事務手続等、日々勉強し、知識を養いながら、

ある意味、綱渡り的な対応をしているのではないかと思います。石岡市医師会、第一

病院と地域医療振興協会、山王台病院ほか関係者多数との調整は、石岡市の地域医療

の将来性だけでなく、それぞれの利害や営業収益に関係しますので、間違いが生じれ

ば、後々大変なことになります。 

 そうした中で、地域医療再編に取り組む職員の確保と組織強化をどのように図るの

か、お伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 保健福祉部長・小倉君。 

◯保健福祉部長（小倉俊彦君） 地域医療再編に取り組む組織体制として、今年度で

ございますが、平成３１年４月に地域医療対策室が３名体制で新設されまして、令和

元年１２月には２名、そして令和２年２月には１名の職員を増員し、組織強化を図っ

てまいりました。次年度につきましても、地域医療の重要性、及びそれに係る業務量

を考慮して、関係部署と調整の上、職員の確保と組織強化を図ってまいりたいと考え

てございます。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） ただいま、１２月、そして２月に職員の増員等があった旨の

答弁をいただきましたけれども、取り組む内容、専門性、重要性に比べて、人事配置

が貧弱だと感じずにおられません。人事評価制度の中で総務部は、各所属と職員の評

価に加え、業務量、質などを判断し、職員配置を行う業務を担当しております。この

定例会が終われば、退職する部長級は１０名を超え、市役所の組織体制も大きく変わ

らざるを得ないことは、１年前からわかっておりました。 

 一方で、石岡地域医療問題が、石岡市の現状、そして将来にわたって大きな影響の

ある大切な取り組みであることは、理解されているものと思います。もかかわらず、

令和２年４月１日から採用する職員募集では、大卒及び高卒の一般事務職の採用予定

は１０名程度と、ホームページに載っておりました。退職予定者は何名いるんでしょ

うか。募集した採用予定者数が部長級の退職予定者数とほぼ同等という状況なわけで

ありますけれども、これも再任用、あるいは臨時で対応という答弁、これまで繰り返



されてきておりますけれども、本当に量と質を補えているのか疑問であります。 

 そうした現状を踏まえ、人事担当部長として、医療の統合再編を担当する組織の強

化についてどのような見解を持ち４月１日の職員配置を行うのか、見解をお伺いいた

します。 

◯議長（池田正文君） 総務部長・久保田君。 

◯総務部長（久保田克己君） ご答弁申し上げます。まず、今年度の退職予定者でご

ざいますが、消防職員及び再任用職員を除く行政職の人数で申し上げますと、定年退

職者が１７名、勧奨など定年以外の退職者が５名の計２２名ございます。それに対す

る職員の採用予定者でございますが、勧奨退職者などの増がございましたことから、

当初の予定より採用予定者数を増やし、２３名の職員を採用することで、現在進めて

おります。これにより、行政職の職員数につきましては、今年度より１名増となるわ

けでございますが、今年度まで重み付けをしておりました国体に関する業務、さらに

は新庁舎の整備に関する業務等が終了いたしますことから、そこに配置していた職員

等も合わせて、今後の新年度の人員配置を行う予定でございます。 

 お尋ねの新病院開設のスケジュールに向けた人員配置でございますが、来年度の業

務の量につきましては、既に人事ヒアリングを実施しておりまして、確認してござい

ますので、それらの内容などを踏まえ、職員の配置を検討していくことと考えており

ます。いずれにいたしましても、地域医療の推進は、市の現在の最重要施策というこ

とでございますので、事業の推進に必要な人員の配置について努めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 今回の質問を行うために、いろいろな資料、文献を確認いた

しました。病院事業、そして会計方法、行政からの他会計繰入金、国の診療報酬改

定、交付税等々、奥が深くボリュームもあり、今回担当している市の職員は、専門知

識もない中で、大変な苦労の末に短期間でよくここまで持ってきたなと、敬意を表す

る気持ちでいっぱいであります。当然、もう少し早く石岡市医師会、あるいは石岡市

が動き出していれば、議会としてもしっかりと議論できたのではないかという思いも

しております。しかし、現実は、石岡市医師会病院の運営が風前のともしびであり、

待ったなしの中で、市民の命を守る医療環境の確保について、究極の政治判断を議会

も求められているものだと感じているところであります。 

 市長は施政方針演説において、地域医療の確保に決意表明とも受け取れる内容を述

べられております。医療関係者だけでなく、市民の関心も日に日に高まっておりま

す。大きなプロジェクトには事務処理能力だけでなく、経験豊富で、自ら判断できる

職員が必要かと思われます。今後、指定管理に関する多方面にわたる事前調整、協定

を締結しなければなりません。非常に有利な条件を示してくれている地域医療振興協

会との交渉も山場を迎える上では、大きな視点で物事を見られ、交渉等調整能力のあ

る財政、企画経験者を担当組織に加えることが、交渉相手に対する礼儀でもあり、敬



意を表する人員配置になるものではないかと思っております。質量ともに万全の体制

をとって臨むべきだと思いますが、市長の見解をお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 市長・今泉君。 

                 〔市長・今泉文彦君登壇〕 

◯市長（今泉文彦君） 地域医療再編における組織強化についてお答えいたします。

人員の配置については、ただいま総務部長が答弁したとおり、事業の推進に必要な人

員を配置したいと思っています。また、議員がご指摘のとおり、地域医療の再編に当

たっては、国、県、医療関係者なども含めて、さまざまな方面との調整が必要になっ

てくることから、配置する人材についても適材適所に努めたいと考えてございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） よろしくお願いしたいと思います。 

 次の質問に入ります。プログラミング教育の取り組みについてでございます。 

 プログラミング教育が、小学校では２０２０年度、中学校では２０２１年度から本

格実施となります。２０１９年度は、その準備で、先生方は大変なご苦労をされてい

るものと推察をするところであります。小学生は学年によって学習能力に大きな差が

ありますので、プログラミング教育がどのような形で教育現場に取り入れられていく

のかについて、質問をいたします。 

 １番目、教育内容について。プログラミング教育の目的、目標についてお伺いをい

たします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） ご答弁申し上げます。令和２年度からの新学習指導要領

の完全実施に伴い、小学校においてプログラミング教育が必修化となります。小学校

におけるプログラミング教育においては、小学校学習指導要領解説総則編に述べられ

ておりますが、３つの狙いがございます。１つ目が、プログラミング的思考を育むこ

と、２つ目が、プログラムの働きやよさ、情報社会がコンピューター等の情報技術に

よって支えられていることなどに気づくことができるようにするとともに、コンピュ

ーター等を上手に活用して、身近な問題を解決したり、よりよい社会を築いたりしよ

うとする態度を育むこと、３つ目が、各教科の内容を指導する中で実施する場合に

は、各教科等での学びをより確実なものにすること、以上３つの狙いの実現を目指

し、児童が、プログラミングに取り組んだり、コンピューターを活用したりすること

の楽しさやおもしろさ、達成感等を味わうことができるよう取り組ませることが重要

であると考えております。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 次に、プログラミング教育の内容についてお伺いしたいと思

います。プログラミング教育を取り入れる教科と時間数についてお伺いをいたしま

す。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 



◯教育部長（豊崎康弘君） プログラミング教育を取り入れる教科等については、学

習指導要領で例示されている単元等で実施するものとして、第５学年の算数の図形単

元、正多角形、第６学年の理科の物質・エネルギー単元、電気の利用、総合的な学習

の時間の情報に関する探求的な学習が挙げられております。それぞれの時数割は例示

されておらず、各教科の目標達成とあわせて、適切な時数を割り当てることになって

おります。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 授業の指導案を新たにつくる必要があると思いますけれど

も、定型的なフォーマットが用意されているのか、お伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 文部科学省が平成３０年度、次世代の教育情報化推進事

業において、小学校プログラミング教育に関する指導案集を示しております。指導案

集には１５の指導案が紹介されており、学校や教員が活用できるものとなっておりま

す。また、文部科学省の「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」という

ウエブサイトの中でも、多くの具体的な実践事例が紹介されており、すぐに実践が生

かせるような内容となっております。 

 市としましては、情報推進委員会において、１年間の研究や実践を取りまとめた報

告書集を作成し、各校に配布したところでございます。その中には、各学校で実践し

てきたプログラミング教育に関する報告や指導案等も含まれており、市内全体で活用

を図るために情報を共有しております。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 各教科の中で、プログラミング的思考を養う事業と受けとめ

ましたけれども、生徒の評価はどのようにされるのか、お伺いしたいと思います。各

教科の中にプログラミング的思考を評価する欄を設けるのか、それとも、プログラミ

ング教育を独立した教科として評価するのか、お伺いしたいと思います。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 文部科学省が示しているプログラミング教育の例につい

ては、５年算数や６年理科、総合的な学習の時間がありますが、評価につきまして

は、プログラミング教育のみを取り出して評価するものではございません。プログラ

ミング教育を通して育成しようとしているプログラミング的思考は、現行の学習指導

要領で言うところの思考、判断、表現力等に含まれるものと考えられ、新学習指導要

領では、思考、判断という観点で評価するものでございます。そのため、プログラミ

ング的思考のみを取り出して評価したり、プログラミング教育を独立した教科として

評価したりすることは行いません。プログラミング的思考につきましては、各教科等

の指導の中で、先ほど申しました思考、判断に包括されるものとして評価してまいり

ます。 

 以上です。 



◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） ２点目の、ＩＣＴ環境整備についてお伺いしてまいります。

文部科学省は、第３期教育振興計画におきまして、３クラスに１クラス分程度の教育

用コンピューターを整備するよう求めております。生徒３人に１台の割合を目標とし

ております。石岡市では、授業で利用する機器の整備がどのように整備されている

か、例えばタブレット等の配備状況について、お伺いをしたいと思います。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 当市の小中学校においては、ＩＣＴ教育機器としてタブ

レット端末機を導入してございます。導入台数は、小中学校合わせて９６０台でござ

います。児童生徒数が全体で５,０８３人ですので、５.３人に１台となってございま

す。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 次に、普通教室への大型提示装置、モニターですけれども、

この整備状況についてお伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 大型モニターの整備につきましては、小中学校合わせて

１７４台を設置してございます。学級数は全体で２３６クラスですので、設置率は７

３.７％でございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 指導方法につきましていつでも練られるように、教職員への

機材の配備も重要と考えておりますけれども、教職員への機器の配備状況をお伺いい

たします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） タブレット端末機につきましては、１校当たり児童生徒

用が４０台、教職員用が２台を基本として配備しておりますので、教職員用は各校２

台ずつとなってございます。また、教職員用の校務用パソコンとして、全体で５５５

台のノートパソコンを配備してございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 次に、Ｗｉ－Ｆｉ環境、ネットワーク環境の整備状況をお伺

いしたいと思います。ネットワーク環境の整備でありますけれども、普通教室への無

線ＬＡＮ整備がされているのか、お伺いをいたします。また、１００Ｍｂｐｓ以上の

超高速インターネット接続を可能にしているのかについても、あわせてお尋ねいたし

ます。 



◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 学校のネットワーク環境につきましては、全普通教室に

有線のＬＡＮが整備されております。また、無線ＬＡＮにつきましては、各学校に無

線ＬＡＮ用機器のアクセスポイントが、２から３台設置されておりますので、それぞ

れの教室の情報コンセントにアクセスポイントを接続し、無線環境による接続を可能

にしております。今後、アクセスポイントを増設し、全ての普通教室への無線ＬＡＮ

環境の整備をしてまいりたいと考えております。 

 また、超高速インターネット接続につきましては、一部ギガ対応となっていない学

校がございますが、国で新たに創設された補助制度を活用し、来年度から順次、整備

を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 一部ギガ対応となっていない学校があるということでありま

すので、これも順次整備するとは答弁ありましたけれども、なるべくなら一斉に整備

していただけるのが、一番子どもたちにとってはいいのではないかと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 ３点目です。どのような仕組みのソフトを利用して学習するのかについて、お伺い

したいと思います。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） ソフトについてご回答いたします。小学校５年生の算数

における正多角形の単元においては、無料であることと、かつ使いやすさという点

で、スクラッチの活用を推奨しております。市としましては、スクラッチ等のソフト

を例示・推奨いたしますが、各学校で必ずしも同じソフトを使用することではなく、

各校の実態に合わせた活用を進めています。 

 それ以外の単元においては、情報教育推進委員会において、授業で活用しやすいソ

フトについて検証を行っております。各校での取り組み等も参考にしながら、どの教

科でどのソフトを活用していくことがプログラミング的思考を育むために有効である

か、今後も検討を続けてまいります。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 無料であるスクラッチですか、このソフトを使うことを推奨

しているということでありますけれども、判断は各学校に任せていくということであ

ります。なるべくであれば、市内は全部で同じソフトを使っていただいたほうが、こ

の後にもちょっと触れますけれども、教職員の研修の際に、よりわかりやすい、内容

の濃い研修ができるのではないかと思いますので、その点も踏まえて、今後検討して

いただければと思います。 

 次に、教職員の確保についてお伺いをしてまいりたいと思います。研修内容と専門

的スキルを持っている職員の確保について、お伺いをいたします。プログラミング教



育という新たな指導方法を身につけた教員確保に向けた、研修等の人材育成の取り組

み状況をお伺いいたします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 令和元年度において、県主催の研修会は２つほど開催さ

れております。１つは、小学校プログラミング教育推進事業の一環としての中核教員

養成研修会であり、各市から１名が参加したものでございます。３日間の研修の中

で、実践的な指導内容や方法等について学び、授業のスキルを高めてございます。２

つ目は、小学校段階におけるプログラミング教育研修講座でございます。こちらは各

小学校から教員１名が参加し、プログラミング教育における知識や技術を習得し、指

導力の向上につなげました。 

 市としましても、ＩＣＴ研修会や情報教育推進委員会の中で、プログラミングにお

ける理論や実践研究を行い、プログラミング教育におけるスキルアップを図り、人材

育成に取り組んでいるところでございます。今年度につきましては、情報推進委員会

が中心となり、３回にわたる研修を開催してございます。先日実施した第３回研修会

では、実践発表を行い、市内の教員が実践発表校の年間指導計画や指導案等を共有す

る機会といたしました。新学習指導要領の完全実施を受け、今後も継続的に教員の資

質、能力の向上を図ってまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） もうすぐ新年度であります。これによって、プログラミング

教育の授業が開始されるわけであります。当然、人事異動も予定されているわけであ

りますので、各小学校にどのぐらいの割合で、専門知識を有する教職員の配置がされ

るのか、お伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） プログラミング教育の実施に当たって、専門知識を有す

る教職員の配置は重要と考えてございます。現在のところ、各学校においては、技術

科等の教員免許を保有していなくても、県や市などの各種研修を通じて自らの力量を

高め、プログラミング教育を意欲的に推進している教員も少なくない状況でございま

す。しかし、そのような教員が全ての学校にあまねく配されているわけではありませ

ん。市としましては、各学校においてプログラミング教育の推進役を担うことができ

る人材の配置について、配慮したいと考えてございます。さらに、研修の機会を保

障、内容の充実を図ることで、教員一人一人のスキルアップを図るよう進めてまいり

たいと思っております。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 教職員の連携であったり学校間の連携、これに努めていただ

きたいと思います。 

 専門的な知識を有する教職員の指導のもと、ほかの先生方がプログラミング教育に



適した教材の使用方法等を学ぶ仕組みについて、石岡市ででき上がっているのかにつ

いて、お伺いをいたします。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 専門的な知識を有する指導員の研修についてでございま

すが、市では毎年度夏季休業中に、ＩＣＴ研究を開催してございます。今年度は、講

師としてベネッセコーポレーションのＩＣＴ専門員を招聘いたしました。内容としま

しては、各小中学校より１から２名の教員が参加し、プログラミング教育に関する理

論と実践に係る研修を行ってございます。研修会では、今年度、全校に配備が完了し

たタブレットＰＣを活用し、先ほど言いましたスクラッチの活用法について学びまし

た。参加した先生からは、プログラミング教育における指導への自信を高めることが

できた、２学期からの実践に生かしていきたいなど、前向きな感想が出されてござい

ます。 

 今後も、教員として、経験年数や専門とする免許教科にかかわらず、自信を持って

指導に当たることができるように、継続的・計画的にプログラミング教育の研修を実

施してまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） 研修会の実施で、実践に生かしていきたいというような前向

きな感想が出されたということでありますけれども、実はこの研修会に参加した先生

方から、プログラミング教育の進め方がよくわからない、あるいは、不安を持ってい

るという声も実際に出たという話を聞いております。当然、新しい学科でありますか

ら、学科というか取り組みでありますから、不安があるのは当然でありますので、こ

れらについては、そういった先生方の不安が解消できるように、先ほども申し上げま

したけれども、教員間の連携、学校間の連携、そういったものの充実に努めていただ

ければと思います。 

 次に、そういった先生方のサポート役ということで、国はＩＣＴ支援員等の活用も

想定しているようですが、石岡市での対応はどのようなことになるのか、お伺いした

いと思います。 

◯議長（池田正文君） 教育部長・豊崎君。 

◯教育部長（豊崎康弘君） 市としましては、平成２９年度から専門的スキルを有す

るＩＣＴ支援員の活用を図っております。支援員が各校を１か月に２回程度訪問し、

教職員や児童生徒がストレスなくＩＣＴを活用できるよう支援を行っております。Ｉ

ＣＴ支援員の活用方法は、授業支援だけではなく、支援員が講師として校内研修に参

加し、プログラミング教育に関する指導方法や指導のポイント等について教示すると

いう活用例もございます。 

 以上です。 

◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 



◯６番（櫻井 茂君） このＩＣＴ支援員につきましては、現場の声では賛否両論あ

るようなんですよね。実際には、支援員はどうなのかなということを言っている、先

進的な取り組みをされている学校の先生方もいらっしゃるようですので、これにつき

ましては十分に検証しながら、必要であれば見直し等もしていただければと思ってお

ります。 

 次に、教育改革が進む中、小学校の英語教育に加えプログラミング教育等、先生方

も新たな知識を養い、指導方法を考えるなど、業務量がどんどん増えているのではな

いかと思います。一方、先生方の指導方法や知識によって、教育を受ける児童生徒の

能力向上に大きな差が出ないような体制づくり、教職員の確保も、教育委員会に課せ

られた大切な役割と思います。 

 教育現場のご苦労を十分に経験してきた教育長に、プログラミング教育実施に際し

まして、教育現場の環境整備と教職員の確保に関しまして、ご見解を伺いたいと思い

ます。 

◯議長（池田正文君） 教育長・児島君。 

◯教育長（児島裕治君） ご答弁申し上げます。小学校プログラミング教育の必修化

を含む新学習指導要領につきましては、小学校では令和２年度に、中学校におきまし

ては令和３年度に完全実施となります。実施に際しましては議員ご指摘のとおり、各

学校のネットワーク環境やＩＣＴ機器の整備等を図っていく必要がございます。タブ

レットＰＣや大型提示装置の配備につきましては、先ほど部長答弁にもございました

が、タブレットＰＣは児童生徒５.３人に１台、大型提示装置は市内全校で７３.７％

となってございます。子どもたちに個別最適化された学習機会を保障していくために

は、超高速インターネット接続環境の整備を含め、ハード面における充実に努めてま

いります。 

 新学習指導要領の完全実施に向け、市内各学校におきましては、校内研修の場で総

則等の読み込みを行い、趣旨理解に努めるとともに、教材研究や授業研究に取り組

み、完全実施への準備を進めてきたところでございます。また、校外の研修として、

県や市が主催する研修会等を通じて、教員の指導力向上を図ってまいりました。これ

らの研修は、各学校の教員の資質・能力や指導技術等を向上させることによって、児

童生徒への指導の段階で、方法や技術等、そういった面で差が生じないようにするの

はもちろんのこと、プログラミング教育に携わる教員が自信を持って指導に当たるこ

とができるようにすることでございます。今後は、教員の指導力向上に引き続き努め

るとともに、各学校において推進役を担うことのできる人材の配置につきましても、

意を用いてまいりたいと思います。 

 現在、小中学校で学んでいる子どもたちは、ソサエティ５.０、いわゆる新スマート

社会と呼ばれる近未来に羽ばたいて、その担い手としての活躍が期待される世代でご

ざいます。教育委員会といたしましては、コンピューターをより適切に活用し、社会

や自分の生活を豊かなものにすることができる子どもたちの育成を目指して、教員の

資質・能力向上に加え、学校におけるハード、ソフト両面の整備にも努めてまいりた

いと考えてございます。 

 以上でございます。 



◯議長（池田正文君） ６番・櫻井 茂君。 

                 〔６番・櫻井 茂君登壇〕 

◯６番（櫻井 茂君） ありがとうございます。家庭における例えばパソコンである

とか、タブレット、携帯電話、ゲーム機、これらは全てＩＣＴに通じるものでありま

す。時に子どものほうが教職員よりそういった知識があって、教職員の指導にちょっ

と不満を感じるなんていうことも、もしかするとあるかもしれませんけれども、教育

委員会一丸となっていただいて、この教育の新たな分野に臨んでいただければと思い

ます。 

 新学期を迎える中でコロナウイルスが発生しまして、学校の先生方も大変な思いを

今しているんだろうと思います。春休み、いろんな準備が大変だと思いますが、ひと

つ一生懸命頑張っていただいて、新たな年度を迎えていただければと思いますので、

よろしくお願いをいたします。ありがとうございました。 

 


